
か
る
中
核
機
関
を
設
置
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
更
な
る
発
展
を
図
り
、
障

が
い
の
有
無
や
年
齢
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
地
域
の
一
員
と
し
て
、

互
い
に
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に

努
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
重
点

を
置
い
た
保
健
活
動
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
一
括
交
付

金
を
活
用
し
た
学
童
期
に
お
け
る

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
継
続
し

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
国
保
制
度
改
革
以
降

も
国
保
特
別
会
計
の
赤
字
が
続
い

て
お
り
、
厳
し
い
国
保
財
政
の
状

況
改
善
に
向
け
、
沖
縄
県
国
民
健

康
保
険
運
営
方
針
に
示
さ
れ
た
市

町
村
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担

い
、
県
と
連
携
し
安
定
的
な
運
営

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
地

の
有
効
活
用
を
推
進
し
、
農
地

の
保
全
や
土
壌
改
良
・
地
力
増

強
を
促
進
す
る
た
め
の
土
づ
く

り
奨
励
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

拠
点
産
地
で
あ
る
、
か
ぼ
ち
ゃ

の
増
産
支
援
の
た
め
、
ミ
ツ
バ

チ
巣
箱
設
置
や
花
粉
交
配
用
品

種
の
導
入
な
ど
の
助
成
を
実
施

し
、
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
町
農
業
委

員
会
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
農
業
関
係
団
体
と
連
携

し
た
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地

の
解
消
、
農
地
の
確
保
・
集
積

を
行
う
と
と
も
に
、
新
規
畑
人

支
援
事
業
補
助
金
の
給
付
等
に

よ
り
、
新
規
就
農
者
等
の
農
業

の
担
い
手
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
病
害

虫
対
策
や
収
穫
機
械
利
用
経
費

に
対
す
る
補
助
等
に
よ
る
生
産

振
興
を
図
り
ま
す
。

　
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
経

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
畜
産
公
害
・
環
境
保
全

対
策
事
業
に
よ
る
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
家
畜
伝
染
病
予
防

事
業
を
活
用
し
た
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

商
工
会
と
連
携
し
、
町
内
中
小

企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
本
町
へ
の
新
た
な
企
業
立

地
の
促
進
・
支
援
を
強
化
し
、

雇
用
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

　
伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
振
興
計
画
に
基
づ
く
「
後

継
者
育
成
事
業
」
等
を
実
施
し
、

琉
球
絣
・
南
風
原
花
織
の
新
規

従
事
者
の
養
成
と
若
者
の
感
性

を
活
か
し
た
後
継
者
の
育
成
を

琉
球
絣
事
業
協
同
組
合
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

広
報
・
啓
発
活
動
に
努
め
、
消

費
生
活
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

観
光
協
会
と
連
携
し
て
観
光
施

策
の
推
進
・
振
興
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
観
光
大
使
の
情
報
発
信

力
を
活
用
し
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
促
進
し
ま
す
。

　
都
市
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
が
進
む
な
か
、
地
域
に

お
け
る
安
全
・
安
心
な
環
境
基

盤
づ
く
り
を
地
域
と
協
働
し
取

り
組
み
ま
す
。

　
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

町
で
実
施
す
る
総
合
防
災
訓
練

の
他
、
地
域
・
学
校
等
に
お
け

る
避
難
訓
練
等
を
推
進
し
、
町

民
皆
様
の
防
災
意
識
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
町
道
10
号
線
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

　
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
津
嘉
山
中
央
線
（
２
工

区
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。　

　
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
津
嘉
山
公
園
の
整
備
を

進
め
、
黄
金
森
公
園
に
お
い
て

は
、
町
民
体
育
館
の
建
設
に
向

け
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
策
定
を
行
い
ま

す
。

　
津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
津
嘉
山
交
差

点
か
ら
豊
見
城
市
向
け
の
道
路

築
造
及
び
宅
地
造
成
工
事
、
本

部
公
園
線
等
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

　
下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
津
嘉
山

北
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

と
照
屋
地
内
の
津
嘉
山
第
２
汚

水
幹
線
工
事
を
重
点
地
区
と
し

て
整
備
し
、
新
た
に
地
方
創
生

汚
水
処
理
施
設
整
備
事
業
を
導

入
し
、
本
部
・
喜
屋
武
・
照
屋

３
地
内
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
接
続
の
普
及
活

動
を
強
化
し
ま
す
。
雨
水
整
備

で
は
、
引
き
続
き
照
屋
地
内
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大

名
地
内
の
整
備
も
行
い
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
、
神
里
地
区
汚
水
処
理
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
再
整
備
事

業
の
採
択
に
向
け
業
務
を
進
め
、

各
世
帯
の
接
続
の
普
及
活
動
に

つ
い
て
も
促
進
し
ま
す
。

　
計
画
関
係
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
南
風
原
北
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
土
地
利
用
計
画

の
策
定
を
進
め
、
南
風
原
南
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
つ
い
て

は
、
照
屋
地
区
の
区
画
整
理
組
合

設
立
に
向
け
て
の
地
権
者
支
援

と
、
津
嘉
山
地
区
の
事
業
化
検
討

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
計
画

に
つ
い
て
は
、
総
合
交
通
戦
略
の

展
開
方
針
に
基
づ
き
、生
活
道
路
、

通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
交
通
安
全
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
路
面
標
示
、
横
断

防
止
柵
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

  

河
川
関
係
に
つ
い
て
は
、
宮
平

川
は
令
和
４
年
度
に
実
施
し
て
い

る
「
国
場
川
水
系
浸
水
解
析
設
計

委
託
業
務
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
長
堂
川
は
浚
渫
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　
住
み
良
い
住
環
境
と
循
環
型
社

会
の
実
現
に
向
け
、
町
民
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
企
業
・
事
業
所
等
と
連
携
し
、

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
・
再
利

用
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成

25
年
度
に
策
定
し
た
「
南
風
原
町

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
受
付
か
ら
収
集
ま
で
時
間
を

要
し
て
い
る
粗
大
ご
み
に
つ
い

て
、
収
集
体
制
を
強
化
し
短
期

間
で
収
集
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。
ご
み
の
不
法
投
棄
等
に
つ

い
て
は
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
、
立
て
看
板
等
の
設
置

や
関
係
機
関
と
連
携
し
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
へ

の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
や
「
は
え

ば
る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用

し
た
各
種
環
境
講
座
、
学
校
と

の
連
携
に
よ
る
環
境
学
習
支
援

事
業
を
実
施
し
、
環
境
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
町
民
の
生
活
に
密
接
し
た
悪

臭
、
騒
音
、
水
質
汚
濁
、
振
動

等
の
公
害
問
題
に
つ
い
て
は
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
国
の
制
度
改
正
や
人
口
増
加

に
伴
う
各
種
課
題
、
多
様
化
・

高
度
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
に
迅
速
、
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
組
織
体
制
の
見
直

し
を
行
い
、
組
織
力
を
強
化
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
振
興
課

に
土
地
利
用
推
進
班
を
新
設
し
、

南
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

を
は
じ
め
と
す
る
土
地
利
用
の

見
直
し
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
を
自
治
体
Ｄ
Ｘ
元

年
と
位
置
づ
け
、
企
画
財
政
課

に
Ｄ
Ｘ
推
進
班
を
新
設
し
、
行

政
手
続
き
の
利
便
性
の
向
上
や

業
務
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
自

治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

　
更
に
公
共
施
設
の
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
整
備
と
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
公
共
施
設
の
整
備
・
運
営

等
に
つ
い
て
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
民
間

活
力
の
活
用
に
つ
い
て
積
極
的

に
検
討
し
ま
す
。

　
第
三
次
財
政
健
全
化
計
画
に

つ
い
て
は
令
和
４
年
度
で
終
了

し
ま
す
が
、
引
き
続
き
社
会
情

勢
等
の
状
況
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
、
健
全
で
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
こ

れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
に
重
点

を
置
く
と
と
も
に
、
財
政
健
全
化

計
画
に
よ
り
縮
減
し
て
い
た
予
算

に
つ
い
て
も
見
直
し
、
第
五
次
南

風
原
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
目
標
に
向

か
っ
て
力
強
く
推
進
す
る
た
め
の

予
算
編
成
を
行
い
、
一
般
会
計
予

算
総
額
は
１
５,
８
４
０,
２
８
３

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
５
年
度
の
町
政
運

営
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
主
要
施

策
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
。

　
予
算
以
外
の
審
議
案
件
と
し
て

議
案
17
件
、
ま
た
、
追
加
議
案
と

し
て
数
件
提
出
す
る
予
定
で
す
。

議
員
各
位
の
慎
重
な
る
ご
審
議
の

上
、
議
決
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

施政方針表明の様子（赤嶺正之町長）

３月 2日に行われた南風原町議会の冒頭で、町長が施政方針を表明
しました。施政方針全文は町ホームページをご覧ください。

http://www.town.haebaru.lg.jp/docs/2023030200019/
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み
ど
り
と
ま
ち
が
調
和

し
た
安
全
・
安
心
の

ま
ち
に
つ
い
て

み
ど
り
と
ま
ち
が
調
和

し
た
安
全
・
安
心
の

ま
ち
に
つ
い
て

工
夫
と
連
携
で
産
業
が

躍
動
す
る
ま
ち
に
つ
い
て 

工
夫
と
連
携
で
産
業
が

躍
動
す
る
ま
ち
に
つ
い
て 

健
全
な
行
財
政
運
営
に

つ
い
て

健
全
な
行
財
政
運
営
に

つ
い
て

環
境
と
共
生
す
る
美
し
く

住
み
よ
い
ま
ち
に
つ
い
て

環
境
と
共
生
す
る
美
し
く

住
み
よ
い
ま
ち
に
つ
い
て

予
算
編
成
に
つ
い
て

お
わ
り
に


